
　　　　

令和7 年 2 月 1 日

8 時 00 分から 17 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

避難訓練の実施　療育参観（随時）季節の行事等

家族支援

スマホ等のアプリを通して、日々の療育の様子や支援方法等について保
護者へ情報共有を行います。蓄積された記録から成長過程を振り替える
こともできます。また、要望や必要に応じて療育参観や個別相談を実施
します。

移行支援
園での集団生活に必要なスキルの獲得と困った行動への対応を支援
します。就学に向けての準備に取り組み、スムーズな移行を目指し
ます。

地域支援・地域連携
保育園や子ども園の訪問支援を実施し連携をはかり、お子さまとご家族
が安心して過ごせる環境づくりに努めていきます。

職員の質の向上

内部研修・外部研修に参加し、障がい特性の理解や専門性を高めて
いきます。また、療育前後のミーティングやチーム会議で、支援の
振り返り等を行い、質の向上を図ります。

支　援　内　容

本
人
支
援

排泄、衣類の着脱（身だしなみ）、清潔(手洗い）などに関する日常生活動作の習得に向けて支援します。
本児がすすんで自ら行えるよう、本児の特性や現状にあわせた支援を行います。

こどもの特性や発達段階に応じた運動経験を通して、身体を動かす意欲を引き出し、体力や運動機能の向上を図ります。また、感覚特性に配慮したさまざまな手指操作や感
触遊び等を取り入れ、日常的な動作に必要な微細運動スキルの獲得に取り組みます。

いろんな遊びを通して、自分自身で考え感じ,新たな気づきが得られるような活動を提供し、こどもの特性に応じた環境調整を行いながら、状況に応じた行動調整ができる
よう支援します。

あいさつや会話など、円滑なコミュニケーションを行う事ができるよう支援します。また、こどもの伝えたいという気持ちを育みながら、自分の考えや思いを言葉で表出で
きる（伝えられる）よう支援します。不適切な言葉や表現方法は、その場に応じた適切な表現方法ができるよう、本児が理解できる方法で支援を行います。

大人や友だちと関わる経験を通して、良好な関係を築けるよう支援し、物事の良し悪しを理解できるようなプログラムを取り入れ、相手の気持ちや人との距離を考える療育
を行います。

法人（事業所）理念 「すべての人が笑顔に」という法人の基本理念に沿い、安心・安全・笑顔あふれる療育にします。

支援方針
こどもの健やかな成長・発達と豊かな生活を願い、それぞれの発達に合わせ「できる・知っている事・楽しい事」を増やせるように、ひとりひとりに寄り添った支援を行い
ます。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 児童発達支援　といろ 支援プログラム 作成日


